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ジ ョクジャカル タ- 中部 ジャワにお け る

<みやこ>の成立と展開

土 屋 健 治*

Yogyakarta:TheBirthandGrowthoftheKratoninCentralJava

KenjiTsUcHIYA*

Thispaperisapreliminaryattempttodiscuss
thebirthandgrowthofYogyakartain Central
Javafromaculturalperspective.Yogyakartais
peculiarinitsinception.UnlikeotherJavanese

kingdomsbeforeit,thenegaraand kratonof
Yogyakarta(territoryandpalace)wascr(ヲatedby
theTreatyofGiyantiin1755.1ntheprocessof
negotiatingthistreatywithSultanMangkubumi,
first̀king'ofYogyakarta,VOC (theDutchEast

CompanyatBatavia)alwaysheldtheupperhand.
Itwasalsoinstrumentalinsettingth(∋power
dispute betweenthe'kings'ofMataram and

Mangkubumi.AsaresultoftheTreatyofGi-
yanti,Yogyakartawascreatedasa v̀isible'and
l̀imited'domainintermsofitsboundedterritory

andtheregisteredpopulationinitsrealm.In
thecreationofYogyakarta,Weseeforthefirst

timeinthelonghistoryofJavanesekingdomsa

curiousdevelopmentinwhichtheìnvisible'and

は じ め に

ジョクジャカルタは,｢ジョクジャカルタ

特別州｣(DaerahlstimewaYogyakarta)と

して,他の二つの ｢特別州｣である ｢ァチェ

特別州｣ (Daerah lstimewaAceh) および

｢首都 ジャカルタ特別州｣(Daerah Khusus

*京都大学東南アジア研究センター;TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity

ùnlimited'natureofHinduJslam-Javakingdom
wascircumscribedbythev̀isible'and l̀imited'

natureofatreatyofwesternorlgln,thatis,the
TreatyofGiyanti.

Thishistoricalbackgroundenabledtheruler

ofYogyakartatoconcentratehiseffortsonthe
revivaloftraditionalJavanesecultureinitsmost

àuthentic'form.Thistendencywasfurtherac-
centuatedbytheexistenceofthekratonofSu-
rakarta;sincetheTreatyofGiyanti,thelatter

becameaculturalratherthanpoliticalrivalof
Yogyakarta.Thewholepurposeofthiscultural

revivalism wastorulethepeoplenotonlyby
apoliticalmeansbutalsotheallegedcultural

suprlOrityofthekratonasan èxemplarycenter'.

AprlmarytoolofYogyakarta'S̀culturalrule'was
thekrama-ngokosyndrome,whichwasdeveloped
andrefinedafterthebirthofthekraton.

ⅠbuKotaJakarta,通常 DKIと略称される)

と並んで,インドネシア共 和 国 にお いて特

別の行政単位を構成 している｡このことは,

ジョクジャカルタが,植民地時代以来 ｢王侯

庖｣(vorstenlanden) として一定の自治権 を

有 していたことの名残 りであると同時に,イ

ンドネシア共和国が成立 した以降も共和国政

府によってその自治性を公式に承認されたこ

とを示 している｡植民地時代に同様の ｢王棋

領｣を構成 していたスラカルタのススフナン
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領 (Kasunanan,これに対 してジョクジャカ

ルタはスルタン領 Kasultananと称された)

が,独立後は中ジャワ州に吸収されてその行

政上の権限を喪失 したのに比 して,対照的な

扱いを受けたことになる｡1)

このような扱いが,何よりも,現在のジョク

ジャカルタ家当主であるハマンクブオノ9世

(SultanHamengkubuwonoIX,在位 1940

- )の共和国建設 (ことに対オランダ独立

戦争)に際 しての<功績> に帰せ られ るこ

とは,広 く指摘 され てい る [Kahin 1952:

Chaps･13,14]｡ この 与との証左 と して,

1946年から49年にかけてジョクジャカルタに

共和国政府がおかれたという歴史 的経験 も

広 く語 られていることであるが,このほかに

も,9世の開明性についての指摘 も通常広 く

語 られている｡ たとえば Kahin はこのこと

を確信をこめて語 ってお り [Kahin 1962:

vi-vii],また,Selosoemardjan は,独立後

のジョクジャカルタの社会変化についての研

究 [Selosoemardjan 1962]の主要な論点の

一つとして, 9世の開明的な行政改革をとり

あげている｡

ジョクジャカルタが<特別 で あ ること>

(keistemewaan)について語 られる場合に顕

著なことは,上に示 したごくわずかの例から

も窺える通り,それが次の二つ の引照基準

に基づいていることである｡ 一つは,ジョク

ジャカルタがこの地に王宮と王都と王侯領を

築いてきた ジョクジャカルタ王家 お よび王

家の当主のあり方と切 り離 しえないというこ

とであり,もう一つは,ジョクジャカルタの

keistemewaanは,そのほとんどの場合が,

実は,ソロ (スラカルタ)との比較 ･対周に

1)｢ジョクジャカルタ特別州｣の名称が最初に公
式に用いられたのは,1942年8月の日本軍政

下においてであった 【Selosoemardjan 1962
:62n]｡なお,独立後7年間のジョクジャカル
タについての一般的な情報は,Kementerian
Penerangan[1953]を参周｡
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おいて提示されているということである｡

ジョクジャカルタ王家もス ラカルタ王家

も,遠 く16世紀末に成立 したマクラム Mata-

ram 王国にその系譜が連な るとはいえ,両

王家が画然と分離 してそれぞれ独自の王国を

形成するのは18世紀の半ばであり,ジョクジ

ャカルタというくまち>の歴史はたかだかこ

の200年ほどを数えるにすぎない｡ それにも

かかわらず,ジョクジャカルタとソロとは,

｢ジャワ伝統文化を残す主要な世界｣[Kahin

1962:vi]とみなされ,そのゆえにまた,残余

のジャワからとくに区別されて ｢ジャワ核芯

域｣(Kejawen)ない し ｢内インドネシア核

域｣(ⅠnnerInner-Indonesia) [C.Geertz
1963]と規定されてきた｡ このことはすなわ

ち,ジャワに成立 してきた諸王朝の10世紀を

越える興亡の歴史の, その最後の200年間に

出現 し並立 して存在 してきた中ジャワ南部の

王家 (1755年にジョクジャカルタが分離 し,

1757年にソロからマンクヌガラが分離 し,の

ち1813年にはジョクジャカルタからバクアラ

ムが分離するから,19世紀初頭には,マクラ

ム王国の系譜に連なる4王家が分立すること

になる)において,ジャワ文化の<正統なか

たち>が保持され,したがって,それらの王

家がその<かたち>を顕現する窓口として機

能 してきたことを意味 しているのである｡

本稿はこれらの王朝の性格と機能を論ずる

に当って,三つの論点を試論的に提示するこ

とを意図 している｡論点の第 1は,王権の性

格とその変容ということがら,第 2は,支配

の内向性 ということがら,第3は,特異な言

語空間の成立ということがらである｡

中ジャワの王朝が,すでに略述 したように,

ジャワ文化の ExemplaryCenter (範型の中

心)として機能するのは,マクラムの分裂と

ジョクジャカルタ,スラカルタ両王家の成立

を契機としていること,その際,王権 の外

縁を決定する主宰者として機能 したオランダ
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(オランダ東インド会社 VOC,およびオ ラ

ンダ植民地政府)の存在が決定的な役割を果

た したこと,その結果 クラトン (kraton,≡

宮)への文化的な凝集性は,王権の外縁を定

義する者としてのオランダの参入が行われる

つど深化 していったこと,そして,これをジ

ャワ語の世界という言語空間のあり方に着目

すれば,そこには, クロモ (krama) とンゴ

コ (ngoko)の二重性, ツリサン (tu_lisan)

の伝統の衰退とリサン (lisan)の世界の緊密

化に向かって進展する,特異な空間が成立 し

ていったこと,以上が,本稿の議論の要点で

ある｡これらは,いずれも,<みやこ>の創

出とその帰結にかかわることがらである()こ

れらの各論点は,別に仔細な検討を要すべ

きことがらであることはいうまでもないが,

本稿はそのアウトラインを提示することによ

って,各論点の問題領域を示すことをこころ

みるものである,Jなお,本稿 で設定 した視

点は,中ジャワの4王家の比較 ･対照を当鉱

要請するものであるが,当面,ジョクジャカ

ルタとスラカルタ,中でもジョクジャカルタ

王家を念頭において論 じたのは<みやこ>の

創出という論点とのかかわりによるものであ

る｡

Ⅰ <みやこ>の創出 (1)- 一

王権の変容

(1)王権の性格

ジャワに成立 した王国 (kerajaan)の性格

が論ぜ られる場合に,二つの典型が認められ

る｡第 1は,HeineGeldernによって定式化

され [Geldern 1942],C.Geertzによ って

あまね く流布された [C.Geertz 1968ほか]

典型で,王国がそのセンターであるクラトン

によって定義され, クラ トンが Exemplary

Centerであったことに力点をおくもので あ

る｡これが,考察の主たる対象を文化的パ ラ

ダイムにおいていることはいうまでもない｡

これに対 して第 2の典型は,王国の性格を王

権維持の構造や支配圏拡大の態様を通 して示

そうとするもので,多 くの ジャワ史に関す

る研究書が示すように,そこでは王朝の歴史

は戦闘集団の制度化 (戦闘の勝利,遠征,過

婚圏の拡大)とその崩壊 (王位継承をめぐる

内紛,地方反乱,対抗勢力の台頭)の歴史と

して示される｡ あるいは,Schrieke[1955;

1957]のように,王権維持の構造 に着 目 し

て,それが婚姻のネットワークを基礎とする

家産官僚制として示される｡

これらの二つのパターンが,実は同一の対

象に対 して,どの側面に着目するのか,とい

う局面の切 出し方の相違 を反映 したものに

はかならない,と考えることは,妥当な理解

のように思われる｡ た しかに,ジャワの王

は,一方で,理念上の王としての完壁性を体

現するものであり,他方で,現実の最高権力

者としてその権力の維持に腐心するものであ

る (たとえば,Ricklefs[1974:22passim],

0'Malley[1977:163,201n-202n])が, こ

の二つの要請 は, それぞれに困難な要請

である (た とえば S.Moertono[1968],B.

Anderson[1972])だけでなく, しばしば相

矛盾 し相互に対立する要請であったから,そ

れがジャワの王権それ白身の不安定性をもた

らしていたか らで ある (たとえば Ricklefs

[1974;1981],0'Malley[1977])｡2' この う

ち,王権の前者の機能に着目すれば先に述べ

た第 1のパターンが,後者の機能に力点をお

けば第 2のパタ-ンが,王 ･王国の性格とし

て論ぜ られることになる｡

2)この不安定性はまた,ジャワ島のとくに中東部
が,独立の活火山の塵に土地生産性の高い扇状

地をそれぞれ形成することを通して,自立的な

政治空間が多数形成される潜在力をもっていた
という｢多中心性｣によって一層強められたo

このような指摘は C.Geertz[1963],Ricklefs
[1974],0'Malley[1977]などにみられる｡
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しか し,15世紀以降のジャワの王朝の歴史

を鳥轍すると,ジャワ史は,18世紀半ばに創

出されたジョクジャカルタ王家の成立を決定

的な転換点として,戦闘集団から Exemplary

Center-と王朝のあり方が変容 し, ク ラ ト

ンが ExemplaryCenterとしての役 割 を い

わば自覚的に演ずることになったと考えられ

る｡ すなわち,モジョパ ヒト王国 (1294年に

成立 し1478年に滅んだとされる)の崩壊時か

ら,マクラム王国 (1578年ごろに成立 したと

される)の分離によるジョクジャカルタ王家

の成立 (1755)ない しマンクヌガラ王家の成

立 (1757)に至 る, 約300年に及ぶ期間のジ

ャワ島中東部は,たえざる戦乱の渦中にあっ

たといっても過言ではない｡この長い期間,

王と王権はまずもって,戦争,遠征,反乱の

鎮圧を主たる任務とする戦闘集団として機能

していたとみな しうる｡

何よりも顕著であったことは,Exemplary

Centerとして 機能すべきクラトンが,頻繁

に破壊ないし放棄されたことである｡マクラ

ム分離以前にもっとも長期間 にわた って ク

ラトンがおかれたのはカルタスラ (スラカル

タ西方)であった (1680-1743)が, この 約

60年間も,クラ トンは,ス ロパ テ ィの反乱

(1686-1703),王位継承をめぐる戦乱 (1703-

1708,1718-1723),中国人虐殺を契機とする

大動乱 (1740-1751)によって,軍事 的に脅

かされつづけ,ついには反乱軍の手中におち

た (1742)のであるD

(2)ジョクジャカルタ王侯領の創出

この王侯債成立に至る過程で,のちにこの

王朝の性格を規定することになる二つのこと

がらが進行 したと考えられる｡ 第 1は,モジ

ョパ ヒト時代までに形成されていた文化的遺

産が徹底的に破壊されたことである｡これは,

主要な戦場が反乱 と遠征とを問わず,モジョ

パ ヒトの中心地であった東ジャワ地方であっ
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たことに何よりも起因する｡3) 第 2は,バク

ヴィアに中心をおきスマラン4)を直接の窓口

とするVOCが,中ジャワで繰 り広げられる
権力抗争の第3の当事者としての機能を次第

に強化 しつつあったということである｡VOC
の軍事力が抗争勢力の一方に加担するという

パターンは, アマンクラット1世 (Amang-

kuratI,在位1644-1677)の死 の直 前か ら

開始され,それ以降は,マタラムの王位継承

をめぐる内紛と抗争に際 しての常態として進

展 し,そのつど,VOCはぼう大な戟時負債
をマクラムに負わせることになる｡

ジョクジャカルタの成立は,次の2点にお

いて,ジャワ史を画するものであった｡第 1

は,この王家がVOCと反乱軍の リーダーの
問に交 わされた<条約> によって成立 した

ということで ある｡ これはギヤ ンティ (Gi-

yanti)の和議と呼ばれ,VOCを代表 してスマ
ラン駐在のVOC北部ジャワ東北沿岸州長官
NicolaasHartingllと,スルタン･マンクブ

ミ (SultanMangkubumi)の間で交わされ,

ジャワ語とオランダ語で記された｡5) そこで

は,VOCがマンクブミに対 し, スルタン･
アダン (SultanAgung,在位1613-1645)以

来のスルタン称号を授与 し,マタラム王国の

3)モジョパヒトの崩壊からジョクジャカルタ成立

に至る期間のジャワ文化の破壊については,た
とえば B.Anderson[1981]を参照｡また,モ
ジョパヒト期の文化遺産 (たとえば叙事詩ナガ
ラ･クルタガマ NegaraKertagama)がバ リ
島で発見され,バリを通して古ジャワの社会と

文化を再構成しようとする傾向もまた,15世紀
から18世紀にわたるジャワ文化の不連続性を示
している｡

4)スマランには,1748年から1808年に至る中ジャ
ワの王権の再編成の時期に,VOCの ｢東北海
岸管轄府｣がおかれ,管轄官 (gouverneur)が
派遣されていた｡この管轄官は中ジャワの権力
抗争に際して直接間接に関与する一万,年ごと

に各王家に対するその影響力を増していった｡
5)ギヤンティ条約の成立に至る過程とその内容に
ついては,Soekanto[1952]および Ricklefs
[1974]に詳しい｡
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所髄の半ばを与えること,一方スルタンは,

年額 1万 リアル (スペイン ･ドル)の収入 と

ひきかえに ｢ジャワ北岸地域｣(pasisir)を

VOCに譲渡すること, また,王侯領のパテ
ィ (patiわ,首相)の任命 と解任 はⅤOCの同
意の下に行 うこと,などを骨子 とする条項が

もりこまれていた ｡ さらに,ギヤ ンティでの

両者の会談 (1755年 2月)で,新たにマンク

ブ ミの支配下に入る ｢世帯｣(cacah)数を,

87,050 と定め,スラカルタのそれを 85,450

と定めた｡6) このように,この<条約>では,

VOCを主体 として,VOCがマンクブ ミの称
号 と所領 (外縁)を定義 し,ここに,新 しい

王国ジョクジャカルタが創出され,マンクブ

ミは スルタン ･-マンクブオノ1世 (Sultan

HamengkubuwanaI,在位 1749-1792)とし

てこの王家の創始者としての地位を保証され

ることになる｡7)

このようにジョクジャカルタは,<二条的>

に基づいて成立 したこと,<条約>締結行為

の主体がVOCであったこと,さらに,王国
の ｢外縁｣が明確な数字によって確定されて

6)このうち,ヌゴロ･アダン (NegaraAgung)
と呼ばれる ｢内域｣において各王家とも53,100
｢世帯｣,モンチョ･ヌゴロ (MancaNegara)

と呼ばれる ｢外域｣において,スルタン (ジョ
クジャカルタ)が33,950｢世帯｣,ススフナン
(スラカルタ)が32,350｢世帯｣と定 め られ
た｡この条約は現実に遂行され,それぞれの

｢世帯｣数に見合ってマクラムの領土は2分割
されることになったが,｢世帯｣支配を根幹 と
するこの分割方式の結果,いくつかの地域で

は,両王家の所領が飛び地として形成され,所
領はきわめて入り組んだものとなった｡なお,

Ricklefsはこの ｢世帯｣が,同時にまた調達可

能な兵員数でもあったと考えられる,という指

摘をしている [Ricklefs 1974:422-423n]｡
7)-マンクブオノ1世の在位が1749年であるの
は,この年,彼がジョクジャカルタでスルタン

の称号を名乗ったことによる｡とはいえ,その

後も内乱は続行し,彼がジョクジャカルタにそ
の地位を安堵されるのは,ギヤンティの和議を

契機としていることはいうまでもない｡

いたことにおいて,ジャワ史を画する王家の

出現であった,:,

第 2に,このことは,おのおのクラ トンと

家臣団と臣民 と領土を有 し,その所領を隣接

させる二つの王家 (のちに四つ)が,中ジャ

ワの南部平原に並立するに至ったということ

を意味 した (ジョクジャカルタとスラカルタ

は六十数キロの距離を隔てるにすぎない)｡

これ らの王家は,政治的には相互に反 目と敵

意を繰 り返 しつつ,また,そのすべての場合

にオランダによる調停 と裁可を仰ぎつつ,そ

して,そのつど政治的な力をオランダに剥奪

されつつ,今 日に至 るまで存在 してきた｡8)

ジョクジャカルタにおいても,そこにクラト

ンが建設されて以来, すでに230年近 くが経

過 した ｡

このことは,オランダに よ る ク ラ トンの

｢封印｣という状況を示す ことが らで あ っ

た, ここに,｢封印｣とは以下の諸点を意味

する｡(∋各王家の内部と王家 の間 とを 問わ

ず,紛争 (ないし紛争の危機)が生 じた場

令,オランダはつねに現状を維持 す る方 向

(4王家の外縁の固定化)で,裁可者 として

機能 したこと〔,(彰この機能は,クラトン内部

ないしクラトン問の政治的配置図をオランダ

が決定する (王位継承者の承認とパティ9)の

人事権の掌握が,その根幹をなす)方向にお

いて,時代の進展とともに強化されたこと｡

@ この機能は,オランダ自体の軍事力とオラ

ンダが維持 したマ ンクヌガ ラ軍 (Mangku-

negaralegion)によって物理的に保障され,

複数の王家の並存 という状況によって効率的

に発揮されたことo

8)この経緯については,さし当りRicklefsの2書

[1974;1981]を参照｡
9)パティは王領の実際の行政を司る最高位の者で

あったから,彼がVOCに対して loyaltyを示
すことは,VOCにとって必須のことがらであ
っ た ｡
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すなわち,中ジャワの諸王家は,その成立

以降,政治権力としてはますます無力化 し,

政治権力として無力であることにおいて,そ

の存続を保証されてきたのである｡ このこと

を<みやこ>のあ′り方 としてみるならば,文

化の唯一のセンターとしての機能をクラトン

が異様に拡大 し,その結果,次節で述べるよ

うに,クラトンによる王侯領支配の様式は,

す ぐれて内向性を示すに至ったのである｡

II <みやこ>の創出 (2)-

支配の内向

(1)文化の競合

ジョクジャカルタの成立とそれにともなう

マタラムの分離の固定化は,ジャワの中東部

における大規模な戦乱の終息をもたらした ｡

分離以降のほぼ半世紀は,おのおのの王家は

長期にわたって王位の継承がなく,各王家は

安定 した状態でおのおの新 しいクラトンの建

設につとめた｡10) その後,1810年からほぼ20

年間,バ クアラム家の分立とディポネゴロ戦

争 (1825-1830)によって 中ジャワは再び騒

擾の渦中に入 ったが,1830年以後,先に述べ

た ｢封印｣の状況が一層進展することによっ

て (すなわち,王家の政治権力の一層の無力

化によって),中ジャワには平和が維持 され

た ｡

1750年代後半から1800年代の初頭の半世紀

間と1830年以降の王家では,このように して

クラトン文化が開花 した｡ そこでは,各 クラ

トンがそれぞれに ExemplaryCenterとして

機能することになった｡ このセンターの主た

10)マクラム分離の前後に即位した王の在位期間を
みると,ハマンクプオノ1世が足かけ44年,バ
クブオノ3世が40年 (1749-1788),マンクヌガ
ラ1世が40年 (1757-1796)と,それぞれその
在位期間は長期にわたっていた｡これはジャワ
史において (とくに19世紀と比較すると)まれ
なことであった｡

22

る役割は,｢古のジャワの理想型｣を再生 す

ることを根幹としていた｡｢古の ジ ャワ｣の

再生 とは,モジョパ ヒトの崩壊以降の戦乱の

時代,ことにスルタン ･アダンの遠征11)をア

ンチクライマックスとして破壊された文化遺

産を,ジャワ文化の正統なくかたち> として

再現 してみせることであった ｡

この場合に顕著なことは,複数の王家すな

わち複数のクラトン (ExemplaryCenter)が

存在 し,これらのセンターの間の情報の流通

がますます頻繁になることによって,文化の

様式が競合的に創出されるという状況がもた

らされていたことである｡ この競合は,様式

の細部における微妙な差異として顕現され,

微妙な差異は時とともに進展 した ｡

中ジャワのクラトンの建 設 は, このよ う

に,おのお のが ｢ジ ャワ文化 の ル ネサ ン

ス｣12) の担い手であることを主張 し,おのお

のが ExemplaryCenterを創設 す る ことを

意味 した｡<みやこ>が政治的に創出される

~て■̀T
ll)たとえば Fruin-Meesの 『瓜畦史』に次のよ
うにみえている (松岡訳による)0

｢此邦土は打続く戦乱によりて甚しく荒廃し,
水田は荒蕪に帰し,或は休耕し,家畜は兜死せ

り｡伝染病勃発してバネンバハン (スルタン･

アダンの父,PanembahanSedaingKrapyak,
在位 1601-1613)の軍隊中にも孝昌微を違うし,
兵数甚しく減じたる故に,王は退陣せざるを
得ぎりき--｣[フロイン･メース 1922:315
(Fruin-Mees 1920:86)]｡また,｢其間王
(スルタン･アダン)は間断なく征戦を営み,
其襲撃せる敵は轟く彼に降りたり｡パスルアン
は1617年投降し,再度背反せるパジャンは1618
年陥落せり｡此地方の人民はつとにウィロソボ

に於てなされたるが如く,大部分マクラムに

移され,同地にて労役に服し,パジャンの首都
は荒野となれり｡ トゥバンも亦1619年膝を屈
せざるべからざるに至れり--･｣ [同上書 :331
(ibid.:97)].

12) ｢ルネサンス｣の用語は,Pigeaudがスラカ
ルタのヨソディプロ父子の時代の文芸活動の興
隆を評して用いた [Pigeaud 1967]が,文芸
の興隆は他のクラトンにおいても等しく認めら
れることがらであった｡
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のに相 ともなって,<みやこ>がその様式を

ととのえ,また,<みやこ>が政治的に無能

化するのに相 ともなって,<みやこ>の文化

が内展 (involution) していくとい うのが,

中ジャワの王都の状況であったように思われ

る｡

(2)｢ルネサンス｣の競合

ジョクジャカルタにおけるクラ トンの建設

は,｢ジョクジャカルタ ･スタイル｣の ジャ

ワ文芸と芸能の創出という行為を中核として

行われた｡事情は,ほかの王家でも同様であ

った ｡ それぞれがジャワの正統な文化の<こか

たち>を継承ない し再現 していることを自認

しつつ,それぞれに相異なるスタイルを作 り

出していった｡ それは, 踊 り (tari),歌謡

(tumbang),ワヤン (ワヤン劇の物語 とワヤ

ン人形の形姿), 家臣団の衣裳, クラ トン儀

礼のフォーム,バティックの紋様 と色調,等

守,およそ人間集団の観念 と心理 とが表出さ

れるすべての飯域に及んでいったと考えられ

る｡ それらは,いずれもクラトンをその ｢範

型｣の起点とし,ExemplaryCenterとして

のクラトンの機能を強化するものであった｡

｢ジョクジャカルタ ･スタイル｣(CaraYog-

yakarta),｢スラカルタ ･スタイル｣,｢マ ン
クヌガラ ･スタイル｣と呼ばれる際のスタイ

ルとは,それぞれのクラトンにその原型をも

ち,それに由来すること,すなわちクラ トン

に起源を発すること,を物語 っているのであ

るO アス リ (asli)という言葉が それを示 し

ている｡

この中で,ExemplaryCenterとしてのク

ラトンの正統性を証する上でもっとも拓著な

ものは,言語による秘義の創出,すなわち,

｢年代記｣(babad)を作成するという営為で

あった｡

18世紀の後半以降,中ジャワの各 クラ トン

では,このような ｢年代記｣が数多 く書 き記

された ｡

ジョクジャカルタでは,マ ンクブ ミの王

千 (のちの-マンクブオノ2世,在位 1792-

1810,181ト1812,1826-1828)13) によって,

BabadMangkubumi(『マンクブ ミ年代記』,
1773年 と92年 に成立),SeraiSuryaRaja

(『スルヨ王の書』,1774年 3月作成,この苦
はジョクジャカルタ王家の家宝 pusakaの一

つとなる)が編まれたほか,ジャェングラッ

ト(RadenTumenggungJayengrat)によっ

て BabadKraion(『クラトン年代記』,1777
年から78年にかけて成立)が編まれ,また,

SeratSakondor(『サコンドルの書』,1808年
から12年にかけて成立)が編まれた｡14)19世

紀に入ると,バ クアラム家の2世 (在位1829

-1858)および3世 (在位1858-1864)は同種

の書をさかんに編み,15) ハマンクブオノ 5世

(在位1822-1826,1828-1855)もこのような

文芸活動をさかんに奨励 した ｡

スラカルタにおける ｢年代記｣作成の活動

は,さらに さかん で あ った｡16)ここでは,

ヨソディプロ (RadenNgabeiYosodipur0,

1729-1802)によって BabadGijanti(『ギヤ
ンティ年代 記』,作成 年 不 詳) が編まれ,

バ クブオノ4世 (在位1788-0182)の時代 に

BabadTanahJauJi(『ジャワ年代記』)が編
まれたほか,5世 (在位1820-1823)は Serat

Centhini(『チェンテ-の書』)の編 纂 を命
じ,ヨソディプロ家に連なるロンゴワルシ ト

(RadenNgabeiRanggawarsita,1802-1873)

はス ラカルタ家最後 の プ ジ ャンガ (puja-

13)-マンクブオノ2世が三たびにわたって即位し
ているのは,19世紀初頭の植民地権力の交代
(オランダ-フランス-イギリス-オランダ)

の過程で,そのつビバタグィアの支配権が王家
に及んだことを示している｡

14)Ricklefs[1974]による｡
15)バクアラム家の文芸活動については,K.H.
Dewantara[1931]を参潤｡
16)Pigeaud[1967]に詳しい｡
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ngga,宮廷詩人)として PustakarajaPuruJa

(『古の王の書』),Pramayoga (『至福の時
代の書』)をはじめとして,ぼう大な史書を

書き残 した｡ また, マンクヌガラ家 にお い

ても, 4世 (在位1858-1881)は Wedatama

(『智恵の書』)の編纂をはじめ,文芸の分野
でさかんな活動を行なった ｡

このうち,ジョクジャカルタの ｢年代記｣

は, ジャワ暦 の新世紀 (18世紀,西暦 1774

午)を迎えるに当って,新王朝の創設を言語

表現のうちに定位するという性格を明瞭に示

していた [Ricklefs 1974:Chaps.ⅤⅠⅠ,Xl,

XH]｡ そこでは,ジョクジャカルタのクラト

ンがカルタスラのクラトンの崩壊以降のジャ

ワの王朝の系譜を正統に継承することを示す

(BabadKraion)か,ジャワがやがて再び統

一されたとき,ジョクジャカルタこそその統

一ジャワの唯一のクラトンとなることを暗示

する (SeratSuryaRaja)か,あるいは,バ

クヴィアに居をお くVOCを西ジャワのパジ
ャジャラン王国の後継にみたてて,VOCを
ジョクジャカルタ王家の外戚 として定置する

ことで,VOCに対するジョクジャカルタの
クラトンの優位性を示す (SeraiSakondor)

か,おのおのに強調される局面の相違はあっ

ても,いずれもクラトンが ExemplaryCen-

terであることを言語によって 表現するもの

であった｡ そこで は,｢書 き言葉 の世界｣

(jagadtulisan)の伝統がクラトンにおいて

秘義として成立 していく過程が認められるの

である｡

この jagadtulisanは,先に述べた芸能の

諸分野, ことにワヤン劇 の台本 (lakon)の

作成 とその上演を流通手段として,｢話 し言

葉の世界｣(jagadlisan)-と拡大 ･拡散 し,

jagadtulisan が jagadlisan-と浸潤 して

いく過程が進行 していったと考えられる｡ す

なわち,クラトンにアス リとして存在 してい

る, 秘義としての jagadtulisanに,jagad
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lisanが包摂されていく過程である｡ ここで,

jagad tulisanの極を<みやこ>ない しクラ

トンとすれば,jagadlisanは, この<みや

こ>を囲樺 しこれに向かって収赦 してい く

<むら>の世界である｡

く条約>によって王と王侯領と家臣団と臣

民とが創出され,そもそものはじめか ら限定

されたこの空間において文化がいちじるしく

求心性を示すという点において,ジョクジャ

カルタは (他の中ジャワの 王朝も同様), そ

の支配の様式がす ぐれて内向的であった,と

いうことができそうである｡ ここに内向 と

は,｢脆拝｣(sembah)の構造が制度化 され

ていくことを意味する｡

Ⅲ ジャワ語の言語空間

(1)クロモとンゴコ

中ジャワにおいて,ExemplaryCenterと

してのクラトンの存在を最終的に保証 してい

るのは,ジャワ語という言語空間で あ り,

支配の内向性がもっとも制度化されているの

も,この言語空間である｡17'

クロモという ｢優雅なジャワ語｣ とンゴコ

という｢粗野なジャワ語｣の二重性が,jagad

lisanのすべての領域で間断なく意識 され,

この二重性が 機能 しているのである (｢ジャ
ワ人になる｣とは ｢ジャワ語｣を正 しく使え

るようになることと同義で ある, といわれ

17)Selosoemardjanは, クラトンが言語表現の様
式性とこれにともなう所作の厳密性において,
そこに入ったジャワ人を恐怖感におとしこむこ
とを指摘 し [Selosoemardjan 1962:25],∫.
Siegelはジャワ人自身が しばしば ｢ジャワ語
(すなわちクロモのジャワ語)がいかにむつか

しいか｣ということをなげくのを耳にし [Sie-
gel1982]ている｡なお,ジャワ語の言語空
間についての分析および問題提起として,B.

Anderson[1981]および K.Tsucbiya[1981;
1982]がある｡
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る)018) ある特定の レベルのジャワ語を あ る

特定の局面で適切に選択 して,それを誤 りな

く用いること,および,その特定のジャワ語

が特定の所作 (表情,振舞いなど)を規定す

ること,それが話 し言葉 としてのジャワ語の

特性である｡また,使用可能なものとしてス

トックされた言語 レベルが多岐に及んでいる

ほど,19) その言語空間はクラ トンに近 く, そ

のス トックが乏 しいほどそれはクラトンか ら

遠い (｢粗野｣である)という了解が前提 と
されている｡その意味で,ExemplaryCenter

としてのクラトンは,まず もって ｢ジャワ語

の世界｣(jagadゎasaJawa)のセ ンターであ

る｡

このような観察は,現在のジャワ語につい

て一般的に認められることであるが,それを

18世紀半ば以降の中ジャワの王朝のあり方の

rPでとらえなお してみると,次のようないく

つかの論点が提示できそうである｡

(ヨジャワ語におけるクロモの起源は定か

ではないが,中ジャワにクラ トンが成立 し

て以降,クラ トンを唯一の生産地 として,

いちじるしい展開を示 したこと｡それは,

かなり人工的な造語 として jagad tulisan

(｢年代記｣,ワヤン劇の台本,クラ トンの公
文書など)のうちに現われ,それが次第に

jagadlisan(クラ トンで の儀 礼･.伺 候 な

ど)に浸潤 していったこと｡ これを通 して

｢古のジャワ｣の再生が同時に意図されて

いたであろうこと｡ クロモのうちには,す

でに死語 と化 していたサ ンスク リットが多

数含まれていること20'が,以上のことを推

察させ る｡

18)これについての指摘はH.Geertz[1961:105]｡
この論点を展開したものとして B.Anderson
[1972:2-10]がある｡

19)ジャワ語のスピーチ ･レベルの多様性について

は,Soepomo[1968:54-81]に詳しい｡
20)たとえば Soepomoのリスト[Soepomo1969:
165-190]を参照｡

④ クロモがクラ トンと家 臣 団 の jargon

か ら,広 く<む ら> (jagadlisan)の世界

へ浸潤 していく過程は,いくつかのチャン

ネルを通 じて進行 したが,その進行は先に

述べたクラ トンの ｢封印｣がすすむのに相

ともなって加速 されていったと考えられる

こと｡ 主要なチャンネルは,ワヤン劇の上

演における ExemplaryCenterの再現であ

るが,これに加えて,オランダ支配の深化

にともなって制度化されていった ｢伺候の

様式｣(いわゆる hormat制)21) がその一

層の浸潤をうなが したことが推察される｡

④ クロモのンゴコ-の浸潤 とそれを通 じ

て顕現 される ｢脆拝の構造｣を最終的にか

つ決定的に制度化 したのは,19世紀末以来

導入 された西 欧的な教 育 制度 であったこ

と｡ここでの要点は,ジャワ語が ｢教科｣

となったことによって,その正統なかたち

を決められ,それが印刷 (教科書 と教材)を

通 して教授 され流布されていったことであ

る｡｢標準 ジャワ語｣22)はこの過程で王侯領
を越えてジャワ語の言語空間に浸潤する一

方,新たに生れたジャワ喜吾の教師たちはそ

の浸潤を制度的に担 うという機能を果たす

ようになる｡23)

21)Hormat制については,Sutherland[1979]に
詳しい｡

22)この過程で ｢標準ジャワ語｣として採用された

のは,あとに述べる Javanologieの主要な活
動の舞台となったスラカルタ王家のジャワ語で
あった｡

23)今世紀以降,もっとも由緒正しいジャワ語会話
を維持してきた主要な担い手は,ジャワ語教師
の家庭であったという (コ-ネル大学ジャワ語

講師 AmrihWidodo氏による)｡ また, スン
ダ語圏においても近代的な学校制度の導入にと

もなって ｢標準スンダ語｣がかたちをととのえ

たが,オランダ人言語学者とスンダ人のインフ

ォーマントとの共同作業になるこの ｢標準スン
ダ語｣においては,現実にいかなる地方におい
ても用いられていない用語と用法とが しばしば

現われることになったという (大阪外国語大学
客員教授 ･作家 AjipRosidi氏による)0
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クロモとyゴコという ジャワ語 の あ り方

は,以上の論点を前提とするならば,18世紀

半ば以降のクラ トンを培養器として誕生 し,

オランダ支配の深化とそれに ともな うクラ

トンの被拘束性 くその践在化 が Exemplary

Centerである)によって成長 して いった こ

とになる｡そこでは,<むら>が<みやこ>

に収赦 していくくかたち>とその収敦の内向

性 とが,あますところなく示 されたので あ

る｡

(2)jagadtulisan と jagadlisan

ジャワ語の言語空間を特徴づけているもう

一つの局面は,lisanの tulisanに対する圧

倒的な優越性である｡ 現在ジャワ語を母語と

する人々は おそらく6,000万人を超えている

にもかかわらず,出版市場に現われるジャワ

語の書物はまことに抄たるものにすぎない｡

ジャワ語の jagadtulisanは,ほとんど死滅

したかにさえみえる｡

このことを18世紀半ば以来の王朝のあり方

の中でとらえなお してみると,ジャワ語 とい

う言語がたどった運命について,次のような

いくつかの論点が提示できそうである｡

(ヨジャワ学 Javanologieの展 開 と tuli-

sanの伝統の死滅｡24) 18世紀半ばから19世

紀初頭にかけてクラトンが ｢文芸復興｣の

センターとなって以降,クラトンはtulisan

の伝統の排他的な担い手であり,プジャン

ガがその伝統の継承者であった ｡ この状況

は,1830年代以降オランダの言語学 ･歴史

学 ･考古学などがジャワを対象にした研究

を制度化 し,いわゆる Javanologieがライ

デン大学を核として成立する過程で,大き

く変化 した ｡ ジャワ語を定義 し (辞典の編

纂)ジャワ史を再現 し (碑文研究,古ジャ

24)これについては,筆者は別に詳しく論じている
[Tsuchiya 1982].なお,Uhlenbeck[1964]
を参周｡

26

ワ語研究)ジャワ文化の輪郭を措 く (年代

記研究,ワヤン研究,儀礼研究)というよ

うな活動のイニシアチブは,あげて Java-

nologieの下に移行 した ｡ 加 えて また,

Javanologieは, その研究の成果を公表 し

共有 し継承することによって,それ自身の

伝統を構築 していった ｡ こうして,クラト

ンの秘義 の伝統は Javanologieによって

対象化される- 秘義からジャワ学-の移

行- ことになる｡ロンゴワルシトは,こ

のような Javanologie が クラトンに浸潤

する時代のさなかに生きたプジャンガであ

った｡25) そ して彼は最後のプジャンガとな

ったのである｡ Javanologieの成立と展開

の過程と軌を一にして,クラトンのtulisan

の伝統は消滅 していくのである｡

④Tulisan の代位 と しての クロモ｡26)

Tulisanの伝統がクラトンにおいて衰退 し

ていく過程は,クラトンの ｢封印｣化が一

層進行 し支配の内向性が加速される過程と

重なり合うことによって,実は,クロモが

ンゴコの世界にあまね く浸透 していく過程

と重なり合 っていた可能性がある｡ ンゴコ

の世界とはすなわち lisanの世界 (jagad

lisan)である｡ こうして, クロモ はこの

jagadlisanの表層に,あたかもjagadtu-

1isanがおおうように拡散 していくことに

なる｡ クロモのもつ tulisan的機能 (言語

選択と言語配置の厳密性,言語表現によっ

て顕在化された対話者問の関係の様式性)

が,このことを支持 している｡ 要するに,

ジャワ語においては,クロモが tulisanの

機能を代行する (人々が ｢物を書き記す｣

25)ロンゴワルシトについては,A.Day[1981],
A.Any[1979;1980],B.Anderson[1976;
1981],冗.Tsuchiya[1982],関本 [1982]な
ど,近年,内外で研究者の関心が高まってい
る｡

26)これについては,Siegel[1982]および Tsu-
chiya[1982]において論ぜられている｡
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がごとくクロモを用いること)ということ

であるっ

③ンゴコの緊密化｡27' ①および@の論点

か ら, ンゴコの緊密化 という第 3の論点が

導き出される｡ それは,クロモが ンゴコの

世界を浸潤するに したがって,｢本来 の言
語｣としてのンゴコの世界すなわち jagad

lisan は,一層,緊密化するという論点 で

ある｡ クロモが ｢不自由な言語｣であれば

あるほどに, ンゴコは ｢解放された｣,｢自
由な｣言語となる｡ こ/ゴコの語柔は著増 し

造語と略語が頻用され,話 し言葉のスピー

ド自体が増加する｡19世紀から20世紀にか

けての社会的文化的な激 しい変化がこのこ

とを加速 し, ンゴコで語 られる話題が増加

しつづける｡Jagad lisan が,｢お しゃべ

り｣(cerewet)に充たされるという状況の

現出であるOこのような過飽和状況にある

Jagadlisan は, ワヤンやロンゴワルシト

を語 り継 ぐ世界 [関本 1982]である｡一

方 また, これ がオランダ語 ないしインド

ネシア語という新 しい言語世界 に出会っ

たとき,一挙に tulisanの言語 (新聞,雑

誌,機関誌など)として沈澱することにな

る｡

ジャワ語における言語空間のこの新たな展

開が,今世寮己の民族主義の時代を内的につ ら

ぬいていく,一つの主要なモチーフとなるこ

とはいうまでもない｡
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